
　

あ
ら
ゆ
る
生
命
が
か
え
っ
て
い
く

土
、
太た

い

古こ

か
ら
尊
い
も
の
と
さ
れ
て
き

た
炎
、
そ
の
二
つ
か
ら
陶
芸
家
の
手
に

よ
っ
て
上
野
焼
は
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

す
べ
て
が
手
作
り
で
、
同
じ
も
の
は
二

つ
と
し
て
存
在
し
ま
せ
ん
。
人
肌
の
よ

う
な
ぬ
く
も
り
あ
る
上
野
焼
は
、
心
の

ゆ
と
り
と
癒い

や

し
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

日
々
に
彩
り
を
添
え
、
一
緒
に
呼
吸

す
る
上
野
焼
。
使
う
こ
と
で
手
に
な
じ

み
、
使
い
手
の
も
と
で
器
は
育
ち
ま
す
。

そ
こ
に
愛
着
と
思
い
出
が
刻
ま
れ
る
こ

と
で
、
真
の
器
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

日
常
の
友
と
な
る
べ
き
器
と
出
会
え
る

よ
う
に
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
、
上
野
焼

の
魅
力
を
実
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

土
に
挑
み
炎
に
託
す

一
つ
の
器
に
宿
る
物
語

伝
統
作
陶

使
う

使
う
方
々
の
愛
着
、
想
い
、
ぬ
く
も
り
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
野
焼
の
器
は
完
成
し
ま
す
。

　

使
っ
て
こ
そ
映
え
る
器

「土づくり」「成形」「削り」「乾燥」「素焼」「釉掛け」「焼成」と、手間ひまのかかるいくつも
の工程を経て、ようやく生み出される国指定伝統的工芸品の「上野焼」。４百年を越える伝統
的な手作業を守り抜き、現代的感覚と調和した逸品が各窯元の創意で生み出されています。

窯元自慢の新作
が発表披露され

かけがえのない逸品と
出会える貴重な機会の
窯開き。まちのメーンイ
ベント「福智スイーツ大
茶会」とも連携し、秋の
上野路を満喫できます。
【開催時期】
10月下旬または11月上旬

光ツアーやグリ
ーンツーリズム

で人気の作陶体験。と
っておきの器を自らの
手で作り出せるのが魅
力です。上野焼窯元の
手ほどきでぜひチャレ
ンジしてみてください！
【実施窯元】
要問い合わせ事前予約

観
上野焼作陶体験

買い得の掘り出
し品も見つかる

40年の歴史ある人気イ
ベント。この期間は各
窯元で割引販売の器が
ズラリと並び、たくさん
の陶芸ファンで上野の
里が賑わいをみせます。
【開催時期】
４月下旬または５月上旬

レンタインのチ
ョコにかけた上

野焼の「マイちょこ」。
女性の絶大な人気を
集める期間限定企画で
す。県内伝統的工芸品
の博多織や久留米絣
とのセットも大好評！
【開催時期】
バレンタイン期間限定

バ
バレンタインMYチョコ

お
上野焼春の陶器祭り

各
上野焼秋の窯開き

豊かな時間が、日常をやさしくうるおす。
充実した空間を与えてくれる…。上野焼が

ライフスタイルにそっと彩りを添えます。伝統的
技法に革新的技術を融合させ、近畿大学と研究
開発した新たなローカルブランド「巴

ともえ

ライン」。特
にマグカップは意匠を凝らしたフタに特徴があり、
特殊シリコンリングにより保温性を高め、どんな
シーンでも卓上に華を添えます。上野焼の印であ
る「巴

ともえ

」をデザインに反映した「とっておきの器」。
ぜひ、用途や感性に合わせてお選びください。

心
巴ラインの新たな器開発

1602年に開窯した上野焼当初の窯
で41ｍにおよぶ連

れんぼうしきのぼりがま

房式登窯の跡が
残っています。
純真さと力強
さを備えた格
調高い作風が
釜ノ口窯の特
徴。昭和29年
の発掘調査で
長大な古窯跡
が明らかにな
りました。

釜ノ口窯跡（福智町上野）

開窯後から藩主・細川氏が肥
ひ

後
ご

に移
るまでの間に操
業した窯跡。民
需的要素の強
い作風が特徴。

岩屋高麗窯跡（福智町弁城）

小倉城下にある全長16.6ｍの窯跡。
細川忠

ただ

利
とし

の時代
に操業したとされ
る藩主の「お楽
しみ窯」的存在。

菜園場窯跡（北九州市小倉）

主に小笠原藩の時代に240年以上の
長きにわたって
操業した窯。多
種多様の技法
や釉薬が特徴。

皿山本窯跡（福智町上野）

特別企画＆イベント

上野焼の古窯跡
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